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柏崎刈羽原子力発電所

柏崎刈羽原発本格的に発送電開始
原
発
関
連
銘
柄
も
存
在
感

動き出す東京電力ＨＤ動き出す東京電力ＨＤ
　

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
９
５
０
１
）が
２
月
１
６
日
に
柏

崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
（
新
潟
県
）
６
号
機
の
本
格
的
な
発
送
電
を
開

始
し
た
。
東
京
電
力
の
原
発
が
電
力
を
供
給
す
る
の
は
柏
崎
刈
羽
６
号

機
が
定
期
検
査
入
り
す
る
直
前
の
２
０
１
２
年
３
月
下
旬
以
来
約
１

４
年
ぶ
り
で
、
福
島
第
１
原
発
事
故
後
に
再
稼
働
さ
せ
た
初
め
て
の
原

発
と
な
る
。
首
都
圏
と
静
岡
県
東
部
に
電
気
を
送
る
が
、
夏
の
気
温
が

毎
年
過
去
最
高
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
Ａ
Ｉ
普
及
に
よ
る

電
力
需
要
の
急
増
を
考
慮
す
る
と
更
な
る
原
発
稼
働
が
必
要
に
な
る
。

　

関
西
電
力
（
９
５
０

３
）
の
原
発
は
福
井
県

内
だ
け
に
立
地
し
、
２

０
２
３
年
度
に
高
浜
原

発
１
、
２
号
機
が
再
稼

働
し
た
こ
と
で
、
廃
炉

を
決
め
た
４
基
を
の
ぞ

く
全
７
基
が
稼
働
す
る

体
制
と
な
っ
て
い
る
が
、

東
京
電
力
に
つ
い
て
は

今
回
の
６
号
機
が
１
機

目
の
再
稼
働
と
な
っ
た
。

東
京
電
力
の
供
給
地
域

が
首
都
圏
で
関
西
電
力

に
供
給
地
域

よ
り
も
電
力

消
費
量
は
大

き
い
。
し
か

も
、
猛
暑
に

加
え
て
Ａ
Ｉ

普
及
に
よ
る

サ
ー
バ
ー
の

新
設
計
画
を

考
慮
す
れ
ば
、

数
年
先
に
２

機
目
の
７
号

機
が
再
稼
働

し
て
も
発
電

所
不
足
の
深

刻
度
は
変
わ

ら
な
い
。
今

後
は
高
市

政
権
下
で

原
発
の
新

設
も
論
議
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
そ
う
で
、
東
京

電
力
の
今
後
の
動
向
に

は
引
き
続
き
注
目
が
必

要
だ
ろ
う
。

　

加
え
て
、
原
発
の
稼

働
を
支
え
る
企
業
の
存

在
感
も

高
ま
っ

て
い
る
。

岡
野
バ

ル
ブ
製

造
（
６

４
９

２
）
は

２
６
年

９
月
期

の
第
１

四
半
期

（
１
０

～
１
２

月
）
で

連
結
営

業
利
益

は
前
年
同
期
比
３
・
３

倍
の
５
億
７
６
０
０
万

円
を
計
上
し
て
い
る
。

柏
崎
刈
羽
７
号
機
の
点

検
工
事
な
ど
原
子
力
関

連
が
増
加
し
て
い
る
た

め
で
、
今
後
も
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
中
心
に
拡
大

が
予
想
さ
れ
る
。
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
で
は 

東
京

エ
ネ
シ
ス
（
１
９
４
５
）

や
原
発
の
バ
ル
ブ
ア
ク

チ
ュ
エ
ー
タ
で
９
０
％

以
上
の
シ
ェ
ア
を
占
め

る
日
本
ギ
ア
工
業
（
６

３
５
６
）
な
ど
。
原
発

の
新
設
な
ら
や
は
り
三

菱
重
工
業
（
７
０
１
１
）

が
本
命
だ
ろ
う
。
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２
月
第
２
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

半導体と政策関連個別に

　

前
週
の
東
京
市
場
は
３
週
ぶ
り
に
反
落
し

ま
し
た
。
日
経
平
均
は
前
の
週
か
ら
１
１
６
円

下
落
し
て
い
ま
す
。
直
近
２
週
間
で
３
６
０
０

円
幅
で
上
昇
す
る
な
ど
、
衆
院
選
自
民
圧
勝
を

受
け
た
急
騰
に
対
す
る
ス
ピ
ー
ド
調
整
に
な

り
ま
し
た
が
、

米
国
株
高
を
受
け
て
５
万

８
０
０
０
円

に
迫
る
場
面
が
あ
り
、
小

幅
な
下
げ
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。
政
権

基
盤
の
安
定

性
と
積
極
財
政
に
よ
る
政

策
期
待
が
強

く
、
海
外
か
ら
の
資
金
流

入
が
続
い
て

い
ま
す
。
週
足
は
７
週
ぶ

り
陰
線
な
が

ら
、
下
値
は
堅
く
先
高
感

の
強
さ
が
意

識
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
週
の
最
大
の

関
心
事
は
２
５
日
に
予
定

さ
れ
て
い
る
エ
ヌ

ビ
デ
ィ
ア
と
セ
ー
ル
ス
フ

ォ
ー
ス
の
決
算
発

表
で
す
。
内
容
次
第
で
半

導
体
関
連
へ
の
買

い
気
が
再
燃
、
売
込
ま
れ

て
き
た
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
関
連
見
直
し
の
き
っ

か
け
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。
一

方
で
対
米
投
融
資
な
ど
政
策
関

連
銘
柄
物
色
も
続
く
と
考
え
て

お
り
、
個
別
に
動
き
の
い
い

銘
柄
を
狙
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 　

花
咲 

翁

古
河
電
工
ス
ト
ッ
プ
高

上
方
修
正
、
増
配
で
上
げ
加
速

古河電工の日足チャート

　

週
明
け
９
日
、
古
河

電
気
工
業
（
５
８
０
１
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
２
６

年
３
月
期
の
業
績
に
つ

い
て
、
連
結
売
上
高
で

１
兆
２
０
０
０
億
円
か

ら
１
兆
３
０
０
０
億
円

（
前
期
比
６
・
５
％
増
）

へ
、
営
業
利
益
で
５
３

０
億
円
か
ら
５
６
０
億

円
（
同
６
・
７
倍
）
へ

上
方
修
正
、
年
間
配
当

を
１
２
０
円
か
ら
１
６

０
円
へ
引
き
上
げ
た
こ

と
が
好
感
さ
れ
た
。
自

動
車
部
品
で
は
ワ
イ
ヤ

ハ
ー
ネ
ス
が
堅
調
に
推

移
し
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ

向
け
投
資
需
要
の
継
続

を
背
景
に
関
連
製
品
の

販
売
が
伸
長
し
て
い
る
。

レ
ア
ア
ー
ス
中
国
輸
出
許
可

　

第
一
稀
元
素
化
学
工

業
（
４
０
８
２
）
や
東

洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

（
６
３
３
０
）
、
ア
サ
カ

理
研
（
５
７
２
４
）
な

ど
レ
ア
ア
ー
ス
関
連
が

軒
並
み
安
。
中
国
当
局

が
１
月
に
軍
民
両
用
品

目
の
対
日
輸
出
規
制
を

強
化
し
た
後
、
レ
ア
ア

ー
ス
の
対
日
輸
出
を
複

数
許
可
し
た
こ
と
が
分

か
っ
た
と
報
じ
ら
れ
た

こ
と
を
受
け
て
、
レ
ア

ア
ー
ス
へ
の
過
度
な
懸

念
が
後
退
し
、
利
益
確

定
売
り
に
押
さ
れ
た
。

フルヤ金ストップ高

 
 

　

フ
ル
ヤ
金
属

（
７
８
２
６
）
が

ス
ト
ッ
プ
高
。
２

６
年
３
月
期
の
業

績
予
想
に
つ
い
て
、

連
結
営
業
利
益
で

１
０
０
億
円
か
ら

１
６
５
億
円
（
前
期
比

７
３
・
０
％
増
）
へ
上

方
修
正
、
期
末
一
括
配

当
を
７
５
円
か
ら
１
２

０
円
（
前
期
９
６
円
）

へ
引
き
上
げ
た
。
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
向
け
が
引

き
続
き
順
調
に
推
移
。

ヨコオがストップ高
ＡＩ検査需要増で増額、増配

　

１
０
日
、

ヨ
コ
オ
（
６

８
０
０
）

が
ス
ト
ッ

プ
高
。
２

６
年
３
月

期
の
業
績

予
想
に
つ

い
て
、
連

結
売
上
高

で
８
７
５

億
円
か
ら

８
９
０
億

円
（
前
期

比
７
・
４
％
増
）
へ
、

営
業
利
益
で
４
０
億
円

か
ら
４
５
億
円
（
同
６
・

５
％
増
）
へ
上
方
修
正
、

期
末
配
当
を
２
５
円
か

ら
２
７
円
（
前
年
同
期

２
４
円
）
へ
引
き
上
げ
た
。

金
な
ど
原
材
料
価
格
の

上
昇
に
伴
う
コ
ス
ト
ア

ッ
プ
が
見
込
ま
れ
る
一

方
、
生
成
Ａ
Ｉ
関
連
の

検
査
需
要
拡
大
に
よ
る

受
注
増
が
見
込
ま
れ
る
。

古
河
機
金
は
３
連
騰

　

古
河
機
械
金
属
（
５

７
１
５
）
が
大
幅
に
３

日
続
伸
。
２
６
年
３
月

期
の
業
績
予
想
に
つ
い

て
、
連
結
売
上
高
で
１

９
７
５
億
円
か
ら
２
０

６
２
億
円
（
前
期
比
２
・

５
％
増
）
へ
、
営
業
利

益
で
８
０
億
円
か
ら
９

０
億
円
（
同
７
・
８
％
減
）

へ
上
方
修
正
、
期
末
配

当
を
４
０
円
か
ら
５
０

円
（
前
年
同
期
４
０
円
）

へ
引
き
上
げ
た
。
金
属

部
門
が
海
外
相
場
の
上

昇
を
受
て
い
る
。

Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ａ
売
急
ぎ

　

Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ａ
（
４
４
０

１
）
が
急
落
。
２
６
年

３
月
期
通
期
の
連
結
業

績
に
つ
い
て
、
営
業
利

益
４
３
０
億
円
か
ら
４

１
５
億
円(

前
期
比
１
．

２
％
減)

に
下
方
修
正

し
た
。
減
額
幅
は
小
幅

な
が
ら
、
株
価
が
最
高

値
圏
に
あ
っ
た
こ
と
で

売
り
急
ぎ
の
動
き
。

リ
ン
ク
バ
ル
黒
字
化
優
待

 
 

　

リ
ン
ク
バ
ル
（
６
０

４
６
）
が
３
連
騰
。
、
２

６
年
９
月
期
の
第
１
四

半
期
（
１
０
～
１
２
月
）

決
算
を
発
表
、
連
結
営

業
利
益
で
１
１
０
０
万

円
（
前
年
同
期
２
６
０

０
万
円
の
赤
字
）
と
黒

字
転
換
し
た
こ
と
が
好

感
さ
れ
た
。
同
時
に
デ

ジ
タ
ル
ギ
フ
ト
を
贈
呈

す
る
株
主
優
待
制
度
の

新
設
も
好
感
さ
れ
た
。
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ＪＸ金属３連騰でＳ高
ＡＩ用途拡大で上方修正、増配

ＪＸ金属の日足チャート

 
 

　

１
２
日
、

Ｊ
Ｘ
金
属

（
５
０
１

６
）
が
３

連
騰
で
ス

ト
ッ
プ
高
。

１
０
日
取

引
終
了
後
、

２
６
年
３

月
期
の
業

績
予
想
に

つ
い
て
、

連
結
売
上

高
で
７
９

０
０
億
円

か
ら
８
２
０
０
億
円

（
前
期
比
１
４
・
７
％

増
）
へ
、
営
業
利
益
で

１
２
５
０
億
円
か
ら
１

５
０
０
億
円
（
同
３
３
・

４
％
増
）
へ
上
方
修
正
、

期
末
配
当
を
１
５
円
か

ら
２
１
円
（
前
年
同
期

１
８
円
）
へ
引
き
上
げ

た
こ
と
が
好
感
さ
れ
た
。

Ａ
Ｉ
サ
ー
バ
関
連
用
途

で
の
情
報
通
信
材
料
の

主
力
製
品
需
要
が
、
前

回
予
想
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
拡
大
し
て
い
る
。

菱
瓦
斯
化
が
４
連
騰

　

三
菱
瓦
斯
化
学
（
４

１
８
２
）
が
４
連
騰
で

ス
ト
ッ
プ
高
。
１
０
日

の
取
引
終
了
後
、
２
６

年
３
月
期
の
業
績
予
想

の
修
正
に
つ
い
て
、
連

結
営
業
利
益
で
４
４
０

億
円
か
ら
４
７
０
億
円

（
前
期
比
７
・
６
％
増
）

へ
上
方
修
正
し
た
。
為

替
を
円
安
方
向
に
見
直

し
た
こ
と
に
加
え
、
半

導
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
用
Ｂ

Ｔ
材
料
の
販
売
が
好
調

に
推
移
し
て
い
る
。

  

シャープ特別損失
　

シ
ャ
ー
プ
（
６

７
５
３
）
が
急
落
。

２
６
年
３
月
期
以

降
に
特
別
損
失
の

計
上
を
す
る
と
発

表
し
た
。
１
４
９

億
円
で
う
ち
１
２

９
億
円
を
鴻
海
精
密
工

業
へ
の
譲
渡
不
成
立
に

よ
る
亀
山
第
２
工
場
生

産
停
止
に
伴
う
費
用
な

ど
と
し
て
計
上
す
る
。

セ
イ
コ
ー
増
額
増
配
分
割

　

セ
イ
コ
ー
グ
ル
ー
プ

（
８
０
５
０
）
が
ス
ト

ッ
プ
高
。
、
２
６
年
３

月
期
の
連
結
営
業
利
益

を
２
４
５
億
円
か
ら
２

９
０
億
円
（
同
１
７
・

７
％
増
）
へ
上
方
修
正
、

期
末
配
当
９
０
円
へ
の

増
配
と
１
対
２
の
株
式

分
割
も
行
う
。

Ｓ
Ｂ
Ｇ
3.3
倍
増
益
も
想
定
内

　

週
末
１
３
日
、
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
（
９

８
８
７
）
が
５
日
ぶ
り

大
幅
反
落
。
同
社
は
１

２
日
の
取
引
終
了
後
、

２
６
年
３
月
期
の
第
３

四
半
期
累
計
（
４
～
１

２
月
）
決
算
を
発
表
、

連
結
税
引
前
利
益
で
前

年
同
期
比
３
・
３
倍
増

の
４
兆
１
６
９
１
億
６

０
０
０
万
円
と
な
っ
た

が
想
定
内
と
見
ら
れ
た
。

Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ
へ
の
出

資
に
係
る
投
資
利
益
な

ど
を
計
上
し
て
い
る
。

https://marketpress.jp/
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２
月
第
３
週
の
動
意
銘
柄

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 トンカチ

日々勇太朗

　　先週の東京株式市場は高値圏で
の乱高下が続き日経平均もＴＯＰＩ
Ｘも週足は上髭のトンカチに近い形
となりました。
　自民党が圧勝した衆院選後の２月
第２週の投資主体別売買動向を確認
すると、海外投資家が現物・先物合
計で１兆７８３８億円の買い越しと
２０１４年以来約１１年ぶりの高水
準で、高市政権への期待が大きいこ
とが伺えます。強気派の論点は、サナエ
ノミクス相場になってからの累計買い越
し額が約１５兆円で、アベノミックス相
場のピーク（約２２兆円）に比べるとま
だ買い余力があるというもの。
　しかし、筆者は裁定取引に伴う現物株
の買い残が足元２兆９１５５億円と約８
年ぶりの高水準となっているため警戒し
ています。今晩（２０日）ないし２４日、
２５日に米最高裁が意見公表を予定して

います。ここでトランプ関税に関
する意見が出てくる可能性もあり
要注意です。

一
転
赤
字
に
下
方
修
正
し
無
配
へ

洋
エ
ン
ジ
が
連
続
Ｓ
安

東洋エンジの日足チャート

　

週
末
１
３
日
、
東
洋

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ 

（
６
３
３
０
）
が
前
日

に
続
い
て
ス
ト
ッ
プ
安
。

１
２
日
に
発
表
し
た
２

６
年
３
月
期
第
３
四
半

期
累
計
の
連
結
決
算
は
、

最
終
損
益
１
７
５
億
円

の
赤
字
（
前
年
同
期
２

３
億
円
の
黒
字
）
に
転

落
。
通
期
予
想
を
５
０

億
円
の
黒
字
か
ら
１
５

０
億
円
の
赤
字
（
前
期

２
０
億
円
の
黒
字
）
へ

一
転
し
て
赤
字
に
下
方

修
正
し
、
年
間
配
当
２

５
円
を
無
配
と
し
た
こ

と
が
し
た
こ
と
が
引
き

続
き
嫌
気
さ
れ
た
。
ブ

ラ
ジ
ル
向
け
ガ
ス
火
力

発
電
の
減
収
に
加
え
、

国
内
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

に
関
す
る
追
加
費
用
が

収
益
を
圧
迫
す
る
。

サ
ン
リ
オ
大
幅
増
益
で
分
割

　

サ
ン
リ
オ
（
８
１
３

６
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

２
６
年
３
月
期
の
第
３

四
半
期
累
計
決
算
は
、

連
結
営
業
利
益
で
前
年

同
期
比
５
１
・
８
％
増

の
６
２
３
億
９
８
０
０

万
円
と
な
り
期
末
配
当

を
３
１
円
か
ら
３
５
円

（
前
年
同
期
３
３
円
）

へ
引
き
上
げ
た
。
ハ
ロ

ー
キ
テ
ィ
に
加
え
、
ク

ロ
ミ
や
マ
イ
メ
ロ
デ
ィ

な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
認
知
度
も
向
上
、
グ

ロ
ー
バ
ル
で
様
々
な
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
人
気
が
継

続
し
た
。
同
時
に
３
月

３
１
日
を
基
準
日
と
し

て
１
対
５
の
株
式
分
割

を
実
施
す
る
。

公
開
価
格
８
％
下
回
る

Ｔ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
の
初
値

　

Ｔ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
（
５

０
０
Ａ
）
が
東
証
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
市
場
に
新
規

上
場
、
公
開
価
格
３
９

１
０
円
を
８
・
０
６
％

下
回
る
３
５
９
５
円
で

初
値
が
生
ま
れ
た
。
ラ

イ
ト
ノ
ベ
ル
と
コ
ミ
ッ

ク
を
中
心
と
し
た
企

画
・
編
集
と
ア
ニ
メ
、

舞
台
、
グ
ッ
ズ
展
開
を

担
う
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
を
手
掛
け
る
。

三井金５連騰
今期上方修正で増配

　

週
明
け

１
６
日
、

三
井
金
属

（
５
７
０

６
）
が
５

連
騰
。
１

３
日
の
取

引
終
了
後
、

２
６
年
３

月
期
の
業

績
予
想
に

つ
い
て
、
連
結
売
上
高

で
７
１
５
０
億
円
か
ら

７
５
０
０
億
円
（
前
期

比
５
・
３
％
増
）
へ
、

営
業
利
益
で
７
８
０
億

円
か
ら
１
１
７
０
億
円

（
同
５
６
・
５
％
増
）
へ

上
方
修
正
、
期
末
配
当

を
１
１
０
円
か
ら
１
４

０
円
（
前
年
同
期
９
０

円
）
へ
引
き
上
げ
た
。

主
要
製
品
で
あ
る
キ
ャ

リ
ア
付
極
薄
銅
箔
や
Ａ

Ｉ
サ
ー
バ
ー
向
け
高
周

波
基
板
用
電
解
銅
箔
な

ど
の
需
要
が
好
調
に
推

移
し
て
い
る
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
エ
ン
タ
大
幅
減
額

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ズ
（
３
１
３

５
）
が
ス
ト
ッ
プ
安
。

１
３
日
の
取
引
終
了
後
、

２
６
年
６
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結

営
業
利
益
で
１
１
億
円

か
ら
１
億
８
０
０
０
万

円
（
前
期
比
７
１
・
２

％
減
）
へ
大
幅
に
下
方

修
正
し
た
。
ネ
ッ
ト
型

リ
ユ
ー
ス
事
業
に
お
い

て
、
買
取
依
頼
数
は
順

調
に
確
保
で
き
た
一
方
、

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化

を
は
じ
め
と
す
る
仕
入

対
応
能
力
の
拡
大
が
遅

延
し
て
い
る
。

新コスモス６連騰
　

新
コ
ス
モ
ス
電

機
（
６
８
２
４
）

が
６
連
騰
。
２
６

年
３
月
期
予
想
を

連
結
営
業
利
益
で

５
６
億
円
か
ら
７

０
億
３
０
０
０
万

円
（
前
期
比
３
６
・
４

％
増
）
へ
へ
上
方
修
正
、

期
末
一
括
配
当
を
７
０

円
か
ら
９
５
円
（
前
期

６
０
円
）
へ
引
き
上
げ

た
。
電
池
式
メ
タ
ン
警

報
器
と
ガ
ス
セ
ン
サ
の

販
売
が
好
調
で
、
電
力

や
化
学
業
界
向
け
ガ
ス

検
知
警
報
器
も
堅
調
。

収
益
性
の
高
い
北
米
向

け
販
売
が
伸
び
て
い
る
。
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抗ＨＩＶ抗体が韓国で特許査定

免疫生物がストップ高免疫生物の
   日足チャート

　

１
７
日
、

免
疫
生
物

研
究
所

（
４
５
７

０
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。

熊
本
大
学
、

医
薬
基

盤
・
健
康
・

栄
養
研
究

所
な
ど
と

出
願
し
て

い
た
「
抗

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗

体
及
び
そ

の
製
造
方

法
」
に
つ
い
て
、
韓
国

特
許
庁
か
ら
特
許
査
定

通
知
を
受
桁
と
発
表
し

た
こ
と
が
好
感
さ
れ
た
。

す
で
に
米
国
、
中
国
、

日
本
、
台
湾
、
香
港
で

は
特
許
査
定
済
み
で
、

韓
国
に
続
き
欧
州
・
カ

ナ
ダ
で
特
許
審
査
を
受

け
て
い
る
。

東
洋
炭
素
45
％
減
益

　
東
洋
炭
素
（
５
３
１

０
）
が
大
幅
反
落
。
２
５

年
１
２
月
期
決
算
は
連

結
営
業
利
益
で
前
の
期

比
４
４
・
８
％
減
の
６

７
億
５
９
０
０
万
円
と

な
り
、
２
６
年
１
２
月

期
は
前
期
比
８
・
３
％

減
の
６
２
億
円
を
見
込

ん
だ
。
工
業
炉
用
な
ど

冶
金
用
や
軸
受
な
ど
機

械
用
カ
ー
ボ
ン
は
底
堅

く
推
移
し
た
が
、
半
導

体
用
が
市
場
の
調
整
を

受
け
大
幅
に
減
少
し
た
。

河
西
工
は
上
方
修
正

　
河
西
工
業
（
７
２
５

６
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。
２

６
年
３
月
期
の
連
結
営

業
利
益
予
想
を
３
５
億

円
か
ら
４
０
億
円
（
前

期
２
億
８
９
０
０
万
円

の
赤
字
）
へ
上
方
修
正

し
た
こ
と
が
引
き
続
き

好
感
さ
れ
た
。
北
米
を

中
心
に
収
益
が
改
善
。

ユ
ニ
チ
カ
Ｓ
高
上
値
追
い

　
ユ
ニ
チ
カ
（
３
１
０

３
）が
連
続
ス
ト
ッ
プ
高

で
上
値
追
い
。
２
６
年
１

０
月
期
予
想
を
連
結
営

業
利
益
で
７
５
億
円
か

ら
９
５
億
円
（
前
期
５
８

億
５
１
０
０
万
円
）
へ
上

方
修
正
し
て
お
り
業
績

回
復
を
評
価
し
た
資
金

が
引
き
続
き
流
入
、
買
い

が
買
い
を
呼
ぶ
動
き
に

な
っ
た
。
不
採
算
販
売
見

直
し
や
高
機
能
製
品
拡

販
効
果
が
表
面
化
。

 

Ａ
Ｉ
搭
載
イ
ン
カ
ム
と
連
携

Ｏ
Ｋ
Ｉ
急
伸
し
最
高
値

　
１
８
日
、
沖
電
気
工
業

（
６
７
０
３
）が
急
伸
、
最

高
値
を
更
新
し
た
。
高
齢

者
見
守
り
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
「
Ｗ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
Ｏ
ｖ

ｅ
ｒ
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
」と
ボ

イ
ッ
ト
（
東
京
都
渋
谷

区
）
の
Ａ
Ｉ
搭
載
イ
ン
カ

ム
「
Ｖ
Ｏ
Ｙ
Ｔ 

Ｃ
Ｏ
Ｎ

Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」（
ボ
イ
ッ
ト

コ
ネ
ク
ト
）が
人
手
不
足

が
深
刻
化
す
る
介
護
現

場
の
業
務
負
担
軽
減
を

目
的
に
連
携
を
開
始
し

た
と
発
表
し
た
。
入
居
者

の
離
床
予
兆
な
ど
を
知

ら
せ
る
ア
ラ
ー
ト
が
イ

ン
カ
ム
へ
通
知
さ
れ
、
音

声
と
テ
キ
ス
ト
の
両
方

で
通
知
を
受
け
取
れ
る

こ
と
か
ら
情
報
共
有
が

容
易
と
な
り
、
不
要
な
駆

け
つ
け
を
削
減
で
き
る
。

 

ユ
ニ
チ
カ
が
ス
ト
ッ
プ
安

　

ユ
ニ
チ
カ
（
３
１
０

３
）が
ス
ト
ッ
プ
安
。
業

績
回
復
を
評
価
し
て
買

い
が
買
い
を
呼
ぶ
展
開

が
続
い
た
が
、
動
き
が
止

ま
っ
た
こ
と
で
利
益
確

定
の
売
り
が
嵩
ん
だ
。

 

 

ダ
イ
ナ
マ
ッ
プ
Ｄ
Ｘ
大
賞

　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ

プ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
３
３
６
Ａ
）が
ス
ト
ッ

プ
。
グ
ル
ー
プ
会
社
が
提

供
す
る
除
雪
支
援
シ
ス

テ
ム
「
Ｓ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
」
の
岩

手
県
内
で
の
導
入
事
例

が
、
国
土
交
通
省
が
実
施

す
る
「
令
和
７
年
度
イ
ン

フ
ラ
Ｄ
Ｘ
大
賞
」で
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
と
発
表

し
た
こ
と
を
受
け
、
今
後

の
採
用
拡
大
が
期
待
さ

れ
た
。

 

ＳＤＳＨＤストップ高
　

Ｓ
Ｄ
Ｓ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
１

７
１
１
）
が
ス
ト

ッ
プ
高
。
連
結
子

会
社
の
省
電
舎
が

Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
、

小
型
・
分
散
型
Ａ
Ｉ
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
受
託
開

発
事
業
と
Ｇ
Ｐ
Ｕ
サ
ー

バ
ー
レ
ン
タ
ル
事
業
を

開
始
す
る
と
発
表
し
た
。

モ
ジ
ュ
ー
ル
型
Ａ
Ｉ
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
設
置

期
間
短
縮
や
初
期
投
資

抑
制
が
可
能
で
、
高
付

加
価
値
な
Ｇ
Ｐ
Ｕ
ク
ラ

ウ
ド
事
業
へ
の
参
画
を

目
指
す
。

シンバイオ米国特許
　

１
９
日
、
シ

ン
バ
イ
オ
製
薬

（
４
５
８
２
）
が

ス
ト
ッ
プ
高
。
Ｉ

Ｖ 

Ｂ
Ｃ
Ｖ
の
造

血
幹
細
胞
移
植

後
の
ア
デ
ノ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
新
し

い
用
途
に
つ
い

て
、
米
国
特
許

商
標
庁
か
ら
特

許
登
録
さ
れ
た

と
発
表
し
た
。
Ｉ

Ｖ 

Ｂ
Ｃ
Ｖ
は
国
内
と
欧

州
で
特
許
査
定
を
取
得

済
み
、
国
内
で
は
２
０

４
３
年
ま
で
排
他
性
が

確
保
さ
れ
て
い
る
が
、

米
国
で
も
４
４
年
ま
で

排
他
性
が
確
保
さ
れ
る
。

ア
ド
テ
ス
ト
は
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア

　

ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
（
６

８
５
７
）
が
前
場
後
半

下
げ
に
転
じ
、
一
時
下

げ
幅
を
広
げ
た
。
こ
の

日
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
を

伴
う
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト

が
発
生
し
た
と
発
表
し

た
。
１
５
日
に
Ｉ
Ｔ
環

境
内
で
異
常
な
動
き
を

検
知
し
た
た
め
、
直
ち

に
社
内
の
危
機
管
理
体

制
を
立
ち
上
げ
、
影
響

を
受
け
た
シ
ス
テ
ム
を

隔
離
、
外
部
の
主
要
な

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
専
門
機
関
と
連
携
を

開
始
し
た
。
現
時
点
の

暫
定
的
な
調
査
の
結
果
、

権
限
の
な
い
第
三
者
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
不
正

ア
ク
セ
ス
し
、
ラ
ン
サ

ム
ウ
ェ
ア
を
展
開
し
た

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た

と
し
て
い
る
。
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株式市場新聞の名物コーナーが復活！

高野恭壽の

株式情報これでどや‼

高野恭壽(たかのやすひさ)氏　株式市場新聞
大阪支社長、株式新聞社大阪本社代表を経て
株式評論家へ。講演会のほかラジオ大阪「タ
カさんの新鮮・株情報」をはじめＴＶ、ラジ
オに出演。「株式投資30カ条」など著書も。

公式ホームページ

https://marketpress.jp/kabu-takano/

村
田
製
が
ボ
ッ
ク
ス
抜
け

東電ＨＤ押し目は注目

　

１
９
日
の
日
経
平
均
は
続
伸
と
な

り
３
２
３
円
高
の
５
万
７
４
６
７
円

で
終
え
ま
し
た
が
、
２
０
日
は
反
落

し
５
万
７
０
０
０
円
を
割
り
ま

し
た
。
先
週
の
週
初
時
点
で
は

半
導
体
系
中
心
に
買
わ
れ
る
と

見
て
い
た
の
で
す
が
、
フ
タ
を

開
け
て
み
る
と
半
導
体
系
の
戻

り
が
鈍
く
そ
れ
以
外
の
銘
柄
が

買
わ
れ
て
戻
す
と
い
う
展
開
に

な
り
ま
し
た
。

　

１
９
日
時
点
で
値
上
が
り
が

目
立
っ
た
の
は
銀
行
系
や
生
保

で
、
三
井
住
友
や
み
ず
ほ
、
東

京
海
上
な
ど
が
上
値
を
追
っ
て

お
り
、
三
井
金
な

ど
非
鉄
金
属
も
上

げ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
横
浜

ゴ
ム
や
日
本
製
鋼
、

オ
ム
ロ
ン
、
Ｇ
Ｓ

ユ
ア
サ
な
ど
も
上

げ
て
い
ま
し
た
。

半
導
体
系
が
全
体

で
伸
び
悩
ん
だ
原
因
は

米
国
市
場
で
Ａ
Ｉ
銘
柄

の
不
安
定

さ
が
原
因

で
し
た
。

し
か
し
、

ほ
ぼ
半
導

体
系
は
底

入
れ
し

始
め
た

と
の
見

方
が
根

強
く
、
い
ず
れ
半
導
体
系
の
本
格
上

げ
も
近
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　

購
読
会
員
に
は
村
田
製
作
所

（
６
９
８
１
）
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

株
価
は
動
意
づ
い
て
３
カ
月
余
り

の
ボ
ッ
ク
ス
ゾ
ー
ン
を
抜
け
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
一
服
場
面
は
拾

う
作
戦
で
い
い
と
み
て
い
ま
す
。

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
９
５
０
１
）
は
週
末
に
７
０
０

円
を
割
れ
ま
し
た
。
一
旦
は
調
整

入
り
で
す
が
、
押
し
目
は
引
き
続

き
注
目
で
き
る
と
見
て
い
ま
す
。

　

動
き
づ
ら
い
相
場
で
は
材
料
系

銘
柄
が
活
躍
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
待
望
の
住
友
フ
ァ

ー
マ
（
４
５
０
６
）
の
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
治
療
薬
の
製
造
承
認
が
条
件

付
き
で
認
可

さ
れ
ま
し
た
。

世
界
初
の
治

療
薬
と
同
時

に
ｉ
ｐ
ｓ
細

胞
を
使
っ
た

世
界
初
の
薬
品

で
す
が
、
す
で

に
先
回
り
の
買

い
と
な
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、

当
面
は
様
子
見

を
お
勧
め
し
ま

す
。

ブ
ッ
ク
オ
フ
Ｇ
が
Ｓ
高

伊
藤
忠
と
の
資
本
業
務
提
携
好
感

ブックオフＧの日足チャート
　
１
９
日
、
ブ
ッ
ク
オ

フ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
９
２
７
８
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
１
８

日
の
取
引
終
了
後
、
伊

藤
忠
商
事
（
８
０
０
１
）

と
の
資
本
業
務
提
携
を

発
表
し
た
。
全
国
約
１

万
６
４
０
０
店
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
店
舗
網

を
活
用
し
、
両
社
の
サ

ー
ビ
ス
と
チ
ャ
ネ
ル
連

携
に
よ
る
新
た
な
顧
客

接
点
の
創
出
・
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行

う
。
伊
藤
忠
商
事
は
同

社
株
８
７
万
９
０
０
０

株
（
議
決
権
所
有
割
合

５
・
０
１
％
）
を
取
得

す
る
予
定
。

日本ギアがストップ高
対米投資第２弾原発で脚光

 
 

 
 

　

週
末
２

０
日
、
日

本
ギ
ア
工

業
（
６
３

５
６
）
が

ス
ト
ッ
プ

高
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
が
対
米

投
資
第
２

弾
の
選
定

作
業
に

「
次
世
代

型
原
子
炉

建
設
な
ど

を
検
討
」

と
伝
え
た
こ
と
で
原
発

関
連
銘
柄
と
し
て
人
気

を
集
め
た
。
バ
ル
ブ
制

御
装
置
で
恩
恵
が
大
き

い
と
期
待
が
高
ま
っ
た
。

住
友
フ
ァ
利
益
確
定
売
り

 

　

住
友
フ
ァ
ー
マ
（
４

５
０
６
）
が
急
反
落
。

Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ａ
と

国
内
製
造
販
売
承
認
を

申
請
し
て
い
る
非
自
己

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
ド
パ

ミ
ン
神
経
前
駆
細
胞
が

厚
生
労
働
省
薬
事
審
議

会
再
生
医
療
等
製
品
・

生
物
由
来
技
術
部
会
の

審
議
事
項
と
し
て
公
開

さ
れ
た
こ
と
で
人
気
化

し
た
が
急
ピ
ッ
チ
な
上

昇
か
ら
利
益
確
定
売
り

に
押
さ
れ
た
。
進
行
期

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者

の
オ
フ
時
の
運
動
症
状

の
改
善
効
能
・
効
果
に

つ
い
て
同
部
会
が
審
議
、

「
ア
ム
シ
ェ
プ
リ
」
の

承
認
の
可
否
な
ど
が
判

断
さ
れ
る
予
定
で
、
結

果
が
出
れ
ば
速
や
か
に

公
表
す
る
と
し
て
い
る
。

ス
マ
レ
ジ
消
費
税
率
変
更

 
 

 
 

 

　

ス
マ
レ
ジ
（
４
４
３

１
）
が
急
伸
。
高
市
早

苗
首
相
は
第
２
次
内
閣

の
閣
僚
へ
出
し
た
指
示

書
に
、
消
費
税
率
の
変

更
に
対
応
し
や
す
い
レ

ジ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
や

対
外
発
信
の
強
化
を
盛

り
込
ん
だ
と
伝
わ
っ
た

こ
と
受
け
、
ス
マ
ホ
を

使
っ
た
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
ア

プ
リ
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
同
社

に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

拡
大
を
期
待
し
た
買
い

が
向
か
っ
た
。

https://marketpress.jp/


marketpress7 第422号 2026年2月23日

～ 決 算 情 報 ～

通期は３度目の上方修正も
半導体ポンプ想定以上に伸びる

ク ボ タ

海外伸び今期２桁超の増益
円安と販売増で前期は計画超過

三相電機

３Ｑ売上高は過去最高更新
整水器伸び浄水カートリッジ高購買率

日本トリム

３Ｑも過去最高の売上高
さい帯・さい帯血保管順調に増加

ステムセル研究所

　クボタ（６３２６）の２５年１２月期の連
結決算は計画を超過した。売上収益は前回予
想の２兆８８００億円に対して３兆１８８億
９１００万円（前の期比０．１％増）、営業
利益２２００億円に対して２６５４億７００
０万円（同１５．９％減）で着地。為替が想
定より円安で推移したことに加え、固定費の
圧縮と北米や国内販売の増加により売上、利
益とも予想を上回った。
　２６年１２月は売上高３兆１５００億円
（前期比４．３％増）、営業利益３０００億円
（同１３．０％増）と増収２ケタ超の増益を
見込んだ。主力の農業機械は北米が底堅く欧
州は回復、アジアもインドやタイなど海外で
販売が伸び、パイプシステムや産業機材の販
売も増加する見込み。想定為替レートは、１
ドル１４５円、１ユーロ１６５円としている。

　ステムセル研究所（７０９６）の２６年３
月期第３四半期累計の連結決算は、売上高２
１億４４００万円、営業利益２億１８００万
円、最終利益１億４６００万円になった。
　連結決算移行で前年同期との比較はないが、
産婦人科施設との連携強化やＷＥＢ広告最適
化により、さい帯・さい帯血保管検体数が順
調に増え、売上高は引き続き四半期として過
去最高を更新。ただ、人員増強、賃金改定に
よる人件費増加など中期的な成長に向けた先
行投資負担やシンガポール事業開始に向けた
人員などの体制構築、マーケティング活動強
化などによるコスト負担が収益を圧迫、実質
大幅減益になった。
　通期は売上高３０億円、営業利益４億５０
００万円、最終利益３億２０００万円と前回
予想を据え置いた。

　三相電機（６５１８）の２６年３月期第３
四半期の連結決算は、売上高１３６億２３０
０万円（前年同期比１４．３％増）、営業利益
６億９３００万円（前年同期１１００万円の
赤字）、最終利益４億９７００万円（同３１０
０万円の赤字）と２ケタ超の増収で黒字幅を
拡大した。生成ＡＩ関連への需要拡大を背景に、
半導体製造装置用ポンプへの受注が想定以上
に伸び、製品価格引き上げと原価低減効果も
収益を押し上げた。
　通期は売上高１７６億円（前期比９．８％増）、
営業利益６億７０００万円（同９．７倍）、最
終利益４億７０００万円（同４．０倍）と前
回予想を据え置いたが、利益は第３四半期時
点で通期計画を上回っており、修正が必要と
な場合は速やかに開示するとしている。上方
修正があれば今期３度目になる。

　日本トリム（６７８８）の２６年３月期第
３四半期累計の連結決算は、売上高１８３億
４５００万円（前年同期比８．１％増）、営業
利益２２億８０００万円（同１４．６％減）
で着地した。
　先行投資負担が収益を圧迫したが、売上高
は第３四半期累計期間として過去最高を更新
した。整水器はスポーツ、美容分野の販路開
拓や新色発売と価格改定により売上を伸ばし、
浄水カートリッジは顧客フォロー強化で高い
購買率を維持、インドネシアのボトルウォー
ターや電解水透析、子会社のステムセル研究
所の再生医療関連事業も増収に貢献した。
　通期は売上高２５０億円（前期比１１．３
％増）、営業利益３５億４０００万円（同７．
７％増）と従来予想を据え置いた。期末一括
配当１３０円を継続。
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六甲バター

今期６割営業増益見込む
前１２月期は利益大幅に上振れ

第１四半期は営業益２．３倍
効率生産と原材料、物流コスト低減

大 森 屋

第３四半期１３％営業増益
コラーゲンペプチド引き続き需要旺盛

新田ゼラチン

３Ｑは増収で営業増益確保
賃貸住宅、商業施設、米戸建伸びる

大和ハウス工業

　六甲バター（２２６６）は２６年１２月期
の連結予想について、売上高５５０億円（前
年同期比２７．０％増）、営業利益２３億円（同
６０．２％増）、最終利益１５億円（同１．
０％増）を予想。ナッツ事業でミツヤグルー
プと資本・人材などの経営資源を共有、新し
い市場開拓や海外事業の拡大などシナジーを
引き出すことにより成長戦略を推進、売上、
利益を大幅に拡大する。期末一括配当２０円
を据え置いた。
　２６年１２月は売上高４３２億９３００万
円、営業利益１４億３５００万円、最終利益
１４億８５００万円で着地した。チーズ製品
の販売が想定より減少したことで、売上高は
前回予想をやや下回ったが、原材料価格と物
流費の抑制が進み、利益は計画を大幅に上振
れた。

　新田ゼラチン（４９７７）の２６年３月期
の第３四半期累計（４～１２月）決算は、連
結売上高２８１億７０００万円（前年同期比
５．０％減）、営業利益３６億１４００万円（同
１３．２％増）、純利益２７億８７００万円（同
４８．６％増９と大幅な増益となった。
　北米での在庫販売分の減少や、日本での写
真用販売の減少などにより、ゼラチン販売が
減少しているものの、コラーゲンペプチドは
北米でプロテインバー向けなどの需要が引き
続き旺盛で、全社で取り組んできた生産性向
上など収益性の改善基調が続き、営業利益と
しては四半期として最高益を達成している。
　通期については売上高４００億円（前期比
３．２％増）、営業利益４０億円（同１．８％
増）、純利益３１億円（同１．９％減）の従来
予想を据え置いている。

　大和ハウス工業（１９２５）大の２６年３
月期第３四半期累計の連結決算は、売上高４
兆３０２億９２００万円（前期比２．０％増）、
営業利益３６３５億８９００万円（同１．８
％増）で着地した。国内賃貸住宅と商業施設、
米国戸建住宅が伸び、資材価格や労務費の高
騰に対応した値上げにより売上総利益率改善、
増収で営業増益を確保した。
　通期は売上高５兆６０００億円（前期比３．
０％増）、営業利益５１００億円（同６．６％
減）と第２四半期末に上方修正した予想を据
え置いた。年間配当は１７５円（前期１５０円）
へ増配を予定。
　併せてグループ商業施設や大和ハウス賃貸
リフォームのリフォーム工事 、ホテル日航大
分オアシスタワーに優待券の利用対象を追加
する株主優待制度の拡充を発表した。

　大森屋（２９１７）の今２６年９月期の第
１四半期（１０～１２月）は連結売上高４５
億２８００万円（前年同期比０．８％減）、営
業利益２億１９００万円（同２．３倍）、純利
益１億３８００万円（同２．１倍）と大幅な
増益となった。
　主要原材料である原料海苔の収獲量は前年
並みで推移しており、価格は高値を維持して
いることが圧迫要因ながら、効率的な生産活
動に取り組み原材料費や物流費をはじめとす
るコスト見直しを進めてきた。
　今後は春の新商品の本格寄与が期待される
ことから、通期は連結売上高１８０億円（前
期比９．０％増）、営業利益３億７１００万円
（前期６６００万円の赤字）、純利益１億９６
００万円（同７３００万円の赤字）と黒字転
換する従来予想を据え置いている。
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２６年１２月期も大幅増収益
ＡＩ計画書・報告書、ＢＰａａＳが牽引

今３月期上方修正で増配
メタン警報器、ガスセンサなど好調

新コスモス電機

前１２月期４９％営業増益
Ｍ＆Ａ効果で今期も２ケタ増益見込む

クオルテック

第２四半期４６％最終増益
微細加工伸び信頼性評価も順調

ｅＷｅＬＬ

ＤｍＭｉＸ

　新コスモス電機（６８２４）は２６年３月
期予想を連結売上高で従来予想の４８０億円
から４９０億円（前期比１６．２％増）へ、
営業利益で５６億円から７０億３０００万円
（同３６．４％増）へ、純利益で３４億５０
００万円から４７億円（同３９．２％増）へ
上方修正、期末一括配当を７０円から９５円
（前期６０円）へ引き上げた。
　アジア向けの販売が低調に推移したものの、
北米向けの電池式メタン警報器とガスセンサ
の販売が好調に推移し、電力業界向けや化学
業界向けガス検知警報器の販売も堅調に推移。
利益面では、相対的に収益性の高い北米向け
の販売が好調であったことや、ＤＸ化の推進
など業務効率化に取り組んだことで、新工場
（淀川工場）本格稼働に伴う経費増の影響を
吸収している。

　クオルテック（９１６５）の２６年６月期
第２四半期の単体決算は、売上高２０億５９
００万円（前年同期比６．８％増）、営業利益
２億９００万円（同３３．８％増）、最終利益
１億３５００万円（同４５．６％増）と増収
大幅増益で着地した。
　レーザ加工の量産案件ニーズに対応、表面
処理技術も受注が好調で微細加工が前年同期
比３割超増と大幅に伸び、自動車電動化や消
費電力削減ニーズを背景に主力の信頼性評価
も順調に売り上げを伸ばした。間接部門の効
率化効果も収益をぽ押し上げている。
　通期は売上高４４億円（前期比９．３％増）、
営業利益４億５００万円（同５．４％増）、最
終利益２億７１００万円（同２３．４％増）
と期初予想を据え置いた。期末一括配当は３
７円を継続。

　ｅＷｅＬＬ（５０３８）の前２５年１２月期
は、連結売上高３３億９２００万円（前の期
比３１．９％増）、営業利益１５億３７００万
円（同３５．３％増）、純利益１０億８８００
万円（同３４．６％増）と大幅な増収増益と
なった。
　昨年より課金開始したＡＩ計画書・報告書、
ＢＰａａＳが牽引。自社プラットフォームを
通じて蓄積されたデータとノウハウを活用、Ａ
Ｉを用いた業務効率化サービスや地域包括ケ
アシステムの最適化、新機能の開発を推進し
ていく方針で、２６年１２月期も売上高４２
億７７００万円（前期比２６．１％増）、営業
利益１９億２７００万円（同２５．４％増）、
純利益１３億２９００万円（同２２．２％増）
と大幅な増収増益を見込む。期末一括配当は
前期の１６円から２１円へ引き上げる方針。

　ダイレクトマーケティングミックス（７３
５４）の２５年１２月期決算は連結売上収益
で２２６億９４００万円（前の期比８．３％
増）、営業利益で２１億３３００万円（同４８．
７％増）と大幅な増益となった。
　高付加価値の主力３ドメイン（アウトバウ
ンド・ハイブリッド・ＤＸドメイン）の売上比
率拡大から収益性が良化し、人件費高騰に対
する価格転換も進んでいる。
　２６年１２月は売上収益２４０億円（前期
比５．８％増）、営業利益２３億５０００万円
（同１０．２％増）と前期に続き２桁増益を見
込む。植原大祐社長は主力３ドメインの伸長
に加えて昨年１０月に買収した歯科・医療な
ど専門領域に特化した採用代行のサイヨウブ
とオンラインＦＰ相談などを行うマネーペデ
ィアについても高い成長に意欲を見せている。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
４
年
３
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。              

日本政治の歴史的大転換
積極的成長投資で「高圧経済」実現

日
本
株
は
長
期
上
昇
基
調
へ

平河ヒューテックの日足チャート

　２月８日
の衆議院選
挙で自民党
が戦後初と
なる３分の
２議席を確
保したこと

は、日本政治の歴史的転換点であり、これは単
なる議席の増加ではなく、高市総理が掲げてき
た経済再生と国家強化路線に対する国民の明確
な信任と期待の表れだ。この圧倒的多数は、法
案成立のみならず予算編成や制度改革、さらに
は必要な法改正までを視野に入れた強力な政治
基盤を意味し、経済対策の迅速な決定と執行、
危機管理・安全保障体制の強化、財政運営の中
期的転換、成長投資の大胆な拡大をこれまでに
ないスピードで進める環境を整えた。
　党内の反高市勢力も国民の明確な審判を前に
して政策に正面から反対することは難しくなり、
政権運営は事実上、総理主導型へと再編される
だろう。これで高市総理が最も重要視している
「責任ある積極財政」に明確に舵を切ることが
できる。片山財務大臣は高市総理の政策を後押
しし、これまで緊縮財政を進めてきた財務省も、
国民の圧倒的な信任を背景にした政権方針に正
面から反対することは難しい。もし財務省が成
長重視へと政策スタンスを転換するならば、そ
れは戦後財政運営の大きな歴史的転換となる。
　高市内閣の経済政策の核心は、積極的な成長

投資によっ
て経済を高
稼働状態へ
と導く「高
圧経済」の
実現にあり、
半導体・Ａ
Ｉ・量子・
宇宙などの
戦略分野へ
の集中投資、
防衛・エネ
ルギーの国
内基盤強化、
サプライチ
ェーンの国
内回帰支援
といった産
業政策に加
え、エネルギー安全保障や食料・医療・
防災体制の強化など、危機管理型国家
への転換を同時に進める点に特徴があ
る。
　さらに、単年度プライマリーバラン
ス目標の拘束から脱却し、名目ＧＤＰ
拡大を軸とする成長重視の財政フレー
ムへ移行することで、低成長均衡から
成長加速均衡への構造転換を目指す。
まず公共投資や戦略投資の拡大を通じ
て企業の受注と収益が増加し法人税収
が伸び、次に労働需給の逼迫と成長分
野拡大による賃金上昇が家計所得を押
し上げ、所得税・消費税収が増え、最
終的には名目ＧＤＰの拡大によって税
収が構造的に増加する。経済成長→企
業収益増→所得増→消費増→投資増→
税収増の好循環が形成される。日本株
は長期の上昇トレンドとなる。
　潮流銘柄は平河ヒューテック（５８
２１）、巴工業（６３０９）、ラサ工業
（４０２２）。
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物の日足チャート

日経平均の週足チャート

今週もトランプ大統領
　　に振りまわされそうだ

「
突
っ
込
み
買
い
」
に
徹
す
る

強
弱
感
交
差
す
る
水
準

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
１
１
６
円
安
と
３
週
ぶ
り
に
小

反
落
と
な
り
、
７
週
ぶ
り
に
週
足

陰
線
と
な
っ
た
。
先
週
は
方
向
感

の
定
ま
ら
な
い
展
開
だ
っ
た
が
米

国
が
「
１
０
日
～
１
５
日
以
内
に

イ
ラ
ン
に
攻
撃
す
る
」
と
伝
わ
る

と
警
戒
感
か
ら
調
整
色
を
強

め
た
。

　

２
週
間
で
約
３
６
０
０
円

上
昇
し
た
の
で
当
然
の
調
整

と
も
思
わ
れ
る
が
、
強
気
一

辺
倒
か
ら
強
弱
感
が
交
差
す
る
水

準
に
き
て
る
と
も
い
え
よ
う
。

　

イ
ラ
ン
へ
の
攻
撃
は
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
の
時
と
は
違
い
日
本
に
と
っ
て

も
原
油
高
な
ど
で
影
響
は
大
き
く

懸
念
材
料
と
な
る
。
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
い
つ
も
の
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｏ
ト

レ
ー
ド
」
と
見
る
向
き
も
あ
る
が
、

当
面
は
積
極
的
な
買
い
は
控
え
ら

れ
そ
う
で
あ
る
。

　

今
週
は
２
３
日
が
天
皇
誕
生
日

の
祝
日
の
た
め
４
日
立
ち
合
い
と

な
る
が
、
利
食
い
売
り
を
こ
な
す

上
値
の
重
い
展
開
を
想
定

す
る
。

　

チ
ャ
ー
ト
で
は
２
月
１

２
日
の
高
値
（
５
万
８
０

１
５
円
）
を
起
点
と
す
る

上
値
抵
抗
ラ
イ
ン
と
下
値

を
切
り
上
げ
る
下
値
抵
抗

ラ
イ
ン
で
、
ミ
ニ
三
角
持

ち
合
い
の
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
下
値
抵
抗
ラ
イ
ン
（
５
万

７
０
０
０
円
処
）
を
引
け
値
で
割

れ
て
く
る
と
調
整
は
長
引
き
そ
う

だ
。
そ
の
下
の
抵
抗
ラ
イ
ン
は
日

足
一
目
均
衡
表
の
転
換
線
（
５
万

６
５
１
６
円
処
）
、
１
７
日
の
安
値

（
５
万
６
１
３
５
円
）
、
節
目
の
５

万
６
０
０
０
円
が
上
げ
ら
れ
よ
う
。

一
方
、
上
値
は
ト
レ
ン
ド
ラ
イ
ン

の
５
万
７
５
０
０
円
処
、
１
９
日

高
値
（
５
万
７
７
０
９
円
）
、
節
目

の
５
万
８
０
０
０
円
と
な
ろ
う
。

　

６
万
円
台
を
目
指
す
上
昇
ト
レ

ン
ド
は
崩
れ
て
い
な
い
の
で
「
突

っ
込
み
買
い
」
に
徹
し
た
い
。
今

週
の
レ
ン
ジ
は
５
万
５
９
０
０
円

～
５
万
７
６
０
０
円
を
想
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
ハ
チ
ロ
ク
）

、、

、
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記者の視点

相場見通し

Ｎ
Ｖ
Ｄ
Ａ
決
算
に
関
心

「
ル
ー
ビ
ン
」
次
第
で
半
導
体
物
色

 

　

２
月
第
３
週
の

東
京
市
場
は
高
市

第
２
次
政
権
発
足

に
よ
る
政
策
期
待

や
１
８
日
ま
で
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
の
３
指
数

揃
っ
て
の
続
伸
を
受
け
て
、
１

９
日
に
日
経
平
均
は
５
万
７
７

０
０
円
台
ま
で
上
昇
す
る
場
面

が
あ
っ
た
が
、
週
末
は
３
連
休

を
控
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

再
び
５
万
７
０
０
０
円
割
れ
ま

で
反
落
し
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
日
米
関

税
協
議
に
基
づ
い
て
合
意
し
た

「
戦
略
的
投
資
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
」
に
絡
む
具
体
的
な
内
容
が

報
じ
ら
れ
た
こ
と
で
関
連
銘
柄

が
物
色
さ
れ
て
い
た
。
第
１
段

で
は
自
動
車
・
航
空
機
・
半
導

体
の
部
素
材
の
加
工
に
使
用
す

る
工
業
用
人
工
ダ
イ
ヤ
の
製
造

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
報
じ
ら
れ
て
、

１
８
日
に
は
旭
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

工
業
（
６
１
４
０
）
が
一
時
ス

ト
ッ
プ
高
ま
で
買
わ
れ
、
翌
日

は
第
２
弾
と
し
て
「
次
世
代
型

原
子
炉
の
建
設
な
ど
を
検
討
」

と
報
じ
ら
れ
た
こ
と
で
日
本
製

鋼
所
（
５
６
３
１
）
や
木
村
化

工
機
（
６
３
７
８
）
、
岡
野
バ

ル
ブ
製
造
（
６
４
９
２
）
な
ど

が
値
を
飛
ば
し
た
。

　

た
だ
、
第
２
弾
が
報
じ
ら
れ

る
と
旭
ダ
イ
ヤ
が
急
速
に
値
を

消
す
動
き
に
な
っ
て
お
り
、
資

金
の
逃
げ
足
は
早
く
な
っ
て
い

る
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
材
料
で
は
ア

ド
バ
ン
テ
ス
ト
（
６
８
５
７
）

が
１
９
日
の
１
１
時
に
ラ
ン
サ

ム
ウ
ェ
ア
を
伴
う
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
が

発
生
し
た
と
発
表
し
た
事
を
受

け
て
急
落
し
、
指
数
の
押
し
下

げ
要
因
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ

れ
ま
で
の
急
ピ
ッ
チ
な
上
昇

か
ら
利
益
確
定
売
り
の
材
料

に
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
全

般
的
に
は
決
算
発
表
が
一
巡

し
て
手
掛
か
り
材
料
難
に
な

っ
て
い
た
こ
と
や
、
新
年
に

な
っ
て
も
大
き
な
押
し
目
無

く
上
昇
し
て
き
た
こ
と
で
買

い
疲
れ
感
も
出
て
い
る
の
か

も
知
れ
な

い
。

　

今
週
は

２
３
日
が

天
皇
誕
生

日
で
東
京

市
場
は
休
場
で
、
国
内
は
目

立
っ
た
材
料
は
な
い
。
海
外

で
は
２
５
日
の
エ
ヌ
ビ
デ
ィ

ア
の
４
Ｑ
決
算
が
最
大
の
関

心
事
に
な
ろ
う
。
市
場
予
想

の
Ｅ
Ｐ
Ｓ
は
前
年
同
期
比
７

１
％
増
と
高
い
伸
び
が
予
想
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
「
ブ

ラ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
ウ
ル
ト
ラ
」
の

３
・
５
倍
の
性
能
を
誇
る
「
ル

ー
ビ
ン
」
の
投
入
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
が
市
場
の
期

待
通
り
の
内
容
と
な
れ
ば
Ａ
Ｉ

半
導
体
関
連
が
再
び
指
数
を
押

し
上
げ
る
可
能
性
が
ろ
う
。
米

国
で
は
中
東
リ
ス
ク
な
ど
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
要
因
が
あ
る
一
方
、
２

月
よ
り
開
始
さ
れ
た
税
還
付
が

資
金
の
下
支
え
な
る
。
週
前
半

は
様
子
見
な
が
ら
押
し
目
買
い

で
対
処
し
た
い
。

当面のスケジュール

 

・23日 休場:東京市場(天皇誕生日)
・25日 １月企業向けサービス価格指数
　　　 １月全国百貨店売上高
　　　 決算発表:エヌビディア、セールス
　　　 フォース
・27日 １月東京都区部消費者物価
　　　 １月商業動態統計、１月鉱工業生産
　　　 米１月生産者物価
・２日 米２月ＩＳＭ製造業景況指数
・３日 １月失業率・有効求人倍率
　　　 10-12月期法人企業統計、２月マネ
　　　 タリーベース
・４日 ２月消費動向調査
　　　 米２月ＡＤＰ雇用統計
　　　 米２月ＩＳＭ非製造業景況指数
　　　 ベージュブック(米地区連銀経済報
　　　 告)
・５日 中国全国人民代表大会(全人代、国
　　　 会に相当)が開幕
　　　 米１月貿易収支
・６日 米２月雇用統計

編 

集 

後 

記

　

庭
の
寒
椿
が
か
れ
こ
れ
２
カ

月
以
上
咲
き
続
け
て
い
る
。
バ

タ
バ
タ
し
て
い
て
気
付
か
な
か

っ
た
の
か
、
樹
木
が
成
長
し
て

お
ら
ず
あ
ま
り
花
を
つ
け
て
い

な
か
っ
た
の
か
、
今
年
に
な
る

ま
で
寒
椿
が
植
わ
っ
て
い
る
こ

と
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
、

名
前
の
通
り
寒
さ
に
負
け
ず
健

気
に
開
花
す
る
姿
に
は
何
か
心

が
打
た
れ
る
。
一
気
に
満
開
に

な
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
が
散

っ
て
も
ま
た
新
し
い
花
を
咲
か

せ
て
い
く
。
緑
の
葉
が
榊
の
代

わ
り
に
な
る
の
で
、
年
明
け
か

ら
仏
花
に
使
っ
て
い
る
。

　

一
気
に
上
昇
す
る
よ
り
幅
広

い
銘
柄
が
循
環
物
色
さ
れ
、
長

く
上
げ
相
場
が
続
け
ば
と
思
う
。

 

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


